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概要：近年，LMSやポートフォリオシステム上の学習活動履歴を LRS（Learning Record Store）へ抽出
し，ラーニングアナリティクスとして分析，学習者への指導やカリキュラムの改善に役立てる事例が増加
している．しかしながら，高等教育機関では LMSやポートフォリオシステムといった教育に特化された
システムだけでなく，Facebookや Twitterといった商業サービスが多数，利用されている．それらの商業
サービスは学習活動に最適な特性を持つために採用されているが，LMSやポートフォリオのように学習
活動履歴を LRS等へ抽出することができないため，ラーニングアナリティクスとして行われているよう
な学習活動履歴の分析が困難である．そこで，本研究では，Twitter，Email，Evernote，LINE等で行わ
れた学習活動履歴を LMSであるMoodleへ取り込んだうえで，LRSに書き込み，読み出すための規格で
ある xAPIの Statementを生成するシステムを開発した．また，システムの内部をモジュール化すること
で，誰でも新たな商業サービスを追加し，その商業サービス上の学習活動履歴を LRSへ抽出できるように
工夫した．本稿では，本システムの概要と利用することの利点，モジュール化の仕組み，実際に商業サー
ビス（Twitter）上の学習活動履歴を LRSへ抽出した Statementについて詳述する．
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Abstract: There is an increasing number of cases of extracting learning activity record from LMS and
ePortfolio systems into the Learning Record Store (LRS), analyzing it as a learning analytics, and using
it to provide instruction to learners and improve the curriculum. However, not only educational systems
such as LMS and ePortfolio systems, but also many commercial services such as Facebook and Twitter have
been used in higher educational institutions. Commercial services are used for learning activities for their
characteristics, but when these services are used, it is difficult to export learning activity record to LRS. In
this study, we developed a system to extract the learning activity record of Twitter, Email, Evernote, LINE,
etc. into the LMS, Moodle, and export them as a statement of xAPI to LRS. Furthermore, we modularized
the system so that anyone can add a new commercial service and extract the learning activity record into
the LRS. In this paper, we describe the outline of this system, the advantages of using this system, the mod-
ularization mechanism, and the xAPI Statement of learning activity record of commercial services (Twitter)
which is exported to the LRS from Moodle.
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1. はじめに

近年，LMSやポートフォリオシステム上の学習活動履

歴を抽出，統計的に分析し，今後の学習にとって役立つ情

報を見出すラーニングアナリティクスが数多く行われてい

る．具体的には抽出された学習活動履歴をもとに，教員の

支援（単位修得が困難な学生の予測・発見や教育/学習環

境のデザインの支援等），学習者の支援（個人適応学習の支

援，日誌や内省的記述の内容分析等），そして，組織の支

援（カリキュラム構成の評価等）といった活動を実現する

ための分析が行われており [1]，それらを実現するためのシ

ステム等も開発されている [2]．実例としては，九州大学で

は LMS（Moodle），eポートフォリオシステム（Mahara），

そしてデジタル教材配信システム（BookQ）を連携させた

M2Bシステムを開発，運用し，そのシステムの中で学習活

動履歴を抽出・分析し，学習者の様子等の把握に役立てて

いる [3], [4]．

一方，国内外の高等教育機関では Twitter等の商業サー

ビスも学習活動で数多く利用されている．たとえば，Face-

book上に学習グループを作成して高校生に対する小論文

の作成指導を行った実践 [5]，授業と関連するニュース等の

情報を Twitterを使用して共有させた実践 [6]等が行われ

ている．

しかしながら，それらの商業サービス上の学習活動履歴

は各商業サービスのデータベースに保存され，LMSやポー

トフォリオシステムのように学習活動履歴を LRSへ抽出，

分析する仕組みはない．そのため，LMSやポートフォリオ

システムと商業サービス上の学習活動履歴を LRS側で統

合して分析することは困難である．

そこで本研究では，Twitter，Email，Evernote，LINE

上の学習活動履歴を，LMSであるMoodleのデータベース

へ登録，LMS上のユーザ名と商業サービス上のユーザ名

のマッチングをしたうえで，学習活動履歴を LRSへ抽出・

分析するための規格である xAPI [7]の Statementとして

LRSへ抽出するシステムを開発した．この開発により，商

業サービス上の学習活動履歴を LRSへ抽出し，LMS上の

学習活動履歴とあわせて LRS用の分析機能を用いて分析

できるようにした．また，システム内部をモジュール化す

ることで，誰でも新たな商業サービスを追加し，LRSへ抽

出できるようにした．本稿ではまず，LRSへの学習活動履

歴の抽出に LMSや商業サービスを含む既存の ICTツール

がどのように対応しているのか述べ（2章），その後，商業

サービスを LRSと連携させることの必要性（3章），すで

に開発・公開されている「Twitter等の商業サービス上の

情報をMoodleへ自動的に収集，データベースへ登録，学
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習活動画面に一覧表示するシステム：SharedPanel」[8]を

基盤として本研究で開発したシステムの仕組みとシステム

内部のモジュール化（4章），本システムを利用して商業

サービス（Twitter）上の学習活動履歴を LRSへ抽出した

際の Statementについて詳述する（5章）．

2. LRSへの学習活動履歴の抽出

2.1 LMSから LRSへ学習活動履歴を抽出した事例

LMSから LRSへ学習活動履歴を抽出し，ラーニングア

ナリティクスを行うためのプラットフォームを構築した事

例はすでに複数ある．本章では xAPIを利用した事例につ

いていくつか取り上げる．たとえば京都大学では，LMSの

学習活動履歴を xAPIの Statementとして LRSへ抽出，分

析ツールで得られた結果を研究者や管理者にフィードバッ

クする仕組みを構築する取組みを行っている [9]．また医療

分野における利用事例として，LMS，緊急事態シミュレー

ション，除細動器を利用するトレーニングアプリの使用時

の学習活動履歴を xAPIの Statementとして抽出，分析し

ている．具体的には，コースの学習状況，シミュレーショ

ン等の観測データ，実際に緊急事態が発生した際に適切な

行動がとれたのか，それらの関係性を分析する仕組みを構

築した [10]．

LMSから学習活動履歴を LRSへ抽出する機能は独自開

発のものが多いが，オープンソースとして開発されたシス

テムもある．たとえば日本の高等教育機関におけるシェア

率が最も高いMoodleでは，Moodle内の学習活動履歴を

LRSへ xAPIの Statementとして抽出するための機能であ

る「LogStore xAPI」というプラグイン（追加機能）が有志

によって開発・公開されている [11]．この機能ではMoodle

上で行った「クイズを受験した」や「ページを閲覧した」等

の学習活動履歴をEvents API [12]というMoodleの規格に

沿ってMoodle内部の標準ログとして登録，LogStore xAPI

のプラグイン内で，標準ログから何を xAPIの Statement

として LRSへ抽出したいのか，Actor（誰が？）や Verb

（何をした？）の定義を行うことで，Moodle上の学習活動

履歴を LRSへ抽出できる（図 1）．

図 1 Moodle プラグイン「LogStore xAPI」の仕組み

Fig. 1 The Moodle Plugin “LogStore xAPI”.
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2.2 商業サービスから LRSへの学習活動履歴の抽出事例

LMSから LRSへの学習活動履歴の抽出に対して独自開

発システムやオープンソースの機能等が複数開発されてい

る一方，Twitter等の商業サービス上の学習活動履歴をLRS

へ抽出する仕組みもいくつか開発されている．たとえば，

Twitter上の投稿等を LRSへ集約するシステム [13]等，単

一の商業サービス上の学習活動を LRSへ集約するシステム

が構築されている．また，Kittoらは Twitterや Facebook

等の複数の商業サービス上の投稿やシェア等の活動に関す

るデータを LRSへ収集するシステム「Connected Learning

Analytics Toolkit」を開発し [14]，オープンソースシステ

ムとして公開している．このシステムは多様な商業サービ

ス上の学習活動を Personal Learning Environment（PLE）

として集約することを目指しており，LRS上の IDと学習

者の各サービス上の IDを紐づけることで，各学習者の複

数のサービス上の活動を横断的にモニタリングできる．

しかしながら，既存のシステムはあくまで各商業サービ

ス上の情報を LRS上に集約する点で留まっており，同じ

授業内で LMSや商業サービスを組み合わせて利用し，そ

れらの学習活動履歴を統合して分析するケースを想定した

開発はされていない．

3. 商業サービス上の学習活動履歴の重要性

本研究で開発したシステムの主な機能は，商業サービス

の学習活動履歴を LRSへ抽出し，LRS用の既存の分析機

能を用いて LMSの学習活動履歴と統合して分析できるよ

うにするものである．本機能の重要性は（1）商業サービ

スの学習活用に対するニーズの向上と（2）LMSの学習活

動履歴とあわせて統合できることの 2点で説明できる．

3.1 商業サービスの学習活用に対するニーズの向上

すでに商業サービスを利用した学習活動は高等教育機関

において多数行われており，たとえば，各学習者がモバイル

端末を用いて，博物館の展示品に関するコメントをTwitter

で共有し，関連する学習活動の後，発表を行った事例 [15]

や，Facebookのグループページを使って，授業と関連す

る現代のビジネスに関する話題を共有させ，学外の商業の

専門家にも参加してもらった事例 [16]がある．Twitterを

利用した学習活動はブラウザ経由で LMSの掲示板を利用

することでも実現できるが，モバイル端末を活用すること

でより学習活動を容易にしていると考えられ，Facebook

グループを活用した実践は，LMSと比較して Facebookグ

ループは学外関係者の参加が容易，投稿までの手順が簡易

等のメリットがあり，そのような誰でも使いやすい点がこ

の学習活動にとって重要であると考えられる．これらの事

例のように，LMS以外で学習活動にとって最適な商業サー

ビスがある場合，それらを利用することは自然である．

上記のような商業サービスを活用した実践例が複数ある

ことをふまえると，高等教育機関において PDCAサイク

ルの一環として LRSへ抽出した情報をもとに分析を行い，

授業改善等を行う環境の構築が急がれるなか，商業サービ

ス上の学習活動については分析の対象外とすることは不自

然であると考えられる．

3.2 LMSの学習活動履歴と統合分析できることの重要性

商業サービス上の学習活動を LRSへ抽出することだけ

が目的であれば，それらを実現するための機能はすでに開

発されている [13], [14]．しかしながら，実際に高等教育機

関で商業サービスを利用する場合は，機関が公式に利用

している LMSと商業サービスをあわせて利用する可能性

が高い．たとえば，授業内のディスカッションは商業の専

門家が参加することをふまえて Facebookや LINEを利用

し，授業と関連するニュースの共有や専門情報の取得等は

Twitterを利用する一方，課題やクイズの受験は Moodle

で行うという事例があったとする．これらの学習活動を単

一の授業内で行い，商業サービス上の学習活動への参加状

況と LMSへ提出された課題やクイズの成績との相関を分

析し，もし積極的な学習活動への参加が課題の質向上に影

響するのであれば，商業サービス上での学習活動への積

極性を高めるための介入を行い，再度，介入によって効果

があったのかを分析・検証することができる．そのため，

LMSの学習活動履歴と商業サービスの学習活動履歴をあ

わせて取得，分析する必要性があると考えられる．

4. システム「M-Pla」の開発

本研究では，Twitter，Email，Evernote，LINE上の学習

活動履歴を LMS（Moodle）のデータベースへ登録，LMS

上のユーザ名と商業サービス上のユーザ名のマッチングを

したうえで xAPIの Statementとして LRSへ抽出するシ

ステムを開発した．また，システム内部をモジュール化す

ることで，誰でも新たな商業サービスを追加，LRSへ抽出

できるようにした．なお，本システムは商業サービスの学

習活動履歴を直接 LRSへ抽出するのではなく，Moodleを

経由して LRSへ xAPI Statementとして抽出するMoodle

プラグインとして開発した．その理由として，（1）Moodle

プラグインとして開発することで，Moodleを利用してい

る場合であれば容易に導入できること，（2）Moodleには

すでに Logstore xAPI [11]のような学習活動履歴を xAPI

Statementとして抽出するためのプラグインがあり，その

機能を利用できること，また，すでに開発したMoodleの

プラグインである「SharedPanel」[8]の各商業サービスか

ら情報を収集し，Moodle内部のデータベースへ登録する

機能が本研究で開発したシステムでも基盤として利用で

きるため，Moodleが開発環境として優れていたことがあ

げられる．また，Moodleのプラグインとして開発するこ

との副次的なメリットとして，Moodleを経由することで

c© 2021 Information Processing Society of Japan 11



情報処理学会論文誌 教育とコンピュータ Vol.7 No.2 9–18 (June 2021)

Moodleの標準ログとしても学習活動履歴が残るので，標準

ログ上で課題の提出やクイズの受験等の学習履歴とあわせ

て商業サービス上の学習活動履歴を閲覧できる．さらに，

Moodle上で学習者のドロップアウトの予測等をするアナ

リティクス [17]や，標準ログを可視化するプラグイン [18]

を利用して分析することができる等，Moodle上の学習活

動と統合した管理が可能となることがあげられる．

本章ではシステムの全体構成およびと各機能について説

明し（4.1節），その後，モジュール化（4.2節）と本シス

テムの有用性（4.3節）ついて詳述する．

4.1 システムの全体構成

本システムは（1）商業サービスからAPI等を経由して投

稿等の情報を取得する機能「情報取得機能」，（2）商業サービ

ス上のユーザ名と LMS上のユーザ名を一致させたうえで，

商業サービス上の学習活動をMoodleの標準ログとして残

すための機能「標準ログ登録機能」，（3）Moodleの標準ログ

として抽出した情報を xAPIの Statementとして LRSへ

送信するための Statementを生成する機能「Statement定

義機能（Logstore xAPI）」の 3つで構成される．本システ

ムの情報取得機能，また，標準ログ登録機能のうち，各商業

サービスから取得した情報をMoodle内部データベース上

の Tableである「mdl sharedpanel cards」へ登録する部分

はすでに開発・公開されている「Twitter等の商業サービス

上の情報をMoodleへ自動的に収集，データベースへ登録，

学習活動画面に一覧表示するシステム：SharedPanel」[8]，

Statement定義機能（Logstore xAPI）は，既存のシステ

ム「Logstore xAPI」[11]を追加した商用サービスの xAPI

Statementの作成が可能となるようにカスタマイズしたも

のである．なお，SharedPanelも Logstore xAPIもMoodle

のプラグインとして開発されているため，すでにMoodle

を利用している機関にとって導入が非常に容易であるとい

える．

4.1.1 情報取得機能

情報取得機能は各商業サービス上の投稿やメール等の情

報を API等経由して収集し，Moodle内部のデータベース

へ登録する機能である．各商業サービスから収集される情

報は以下の表 1 のとおりである．

情報取得機能は Moodle のコース上に学習活動として

「SharedPanel」を設置し，各商業サービスから取得したい

情報に関する設定を行い，情報を取得するためのボタン（以

下，インポートボタン）をクリックすると，各商業サービ

スとの認証，情報の取得が行われる．たとえば Twitter上

の任意のハッシュタグが付いた投稿を取得したい場合，設

置した学習活動の設定画面上でハッシュタグ，アプリ ID，

アクセストークンを設定し，インポートボタンをクリック

すると，Twitter APIを経由してユーザ名，ツイート内容

（本文，画像，ハッシュタグ），投稿日時を取得できる．

表 1 各商業サービスから収集される情報

Table 1 Information collected from commercial services.

4.1.2 標準ログ登録機能

情報取得機能によって各商業サービスから取得した情報

は，Cardクラス内の addメソッドを呼び出すことで，す

でに取得済みの情報か新しい情報かのチェック，Moodle

内部データベースへの登録等を行う（図 2）．Moodleでは

学習活動に関する履歴を標準ログとして残す場合，Events

APIを利用する．そのため，今回は Cardクラスの addメ

ソッドの中で，商業サービスごとに Events APIを利用し

て標準ログへ学習活動履歴が登録されるようにコードを

記述した．たとえば，Twitterから取得した情報は addメ

ソッド内で図 3 ように記述されることで，標準ログに登録

される．

図 3で呼びだされている「event�card created twitter」

というクラスでは，各商業サービス上の投稿者・送信者

（$sender）等の情報を引き渡し，Moodle標準ログとしてど

のような情報を登録・表示するのかについて定義をしてい

る．このクラスは，Cardクラスについて書かれたファイ

ルが置かれたディレクトリ classesの中にある eventとい

うディレクトリ内の商業サービスごとに作成されるファイ

ルの中で定義されている．このクラスは Events APIが標

準で提供している baseクラスを拡張する形で作成し，た

とえば，Twitterの場合，classes/eventというディレクト

リにある「card created twitter.php」というファイルの中

で「card created twitter」というクラスが定義されている．

なお，addメソッド内の処理によって，各商業サービスか

ら取得した情報自体はMoodle内部データベースの Table

「mdl sharedpanel cards」に登録され，Moodle標準ログは

Table「mdl logstore standard logs」へ登録される．

また本システムでは，Moodleのユーザ IDと各商業サー

ビス上のユーザ名を一致させる処理を行っている．具体的

には，Moodleのプロフィール欄に商業サービス上のユー

ザ名を入力することで，商業サービスから取得したユー

ザ名についてMoodleのデータベース上に登録済みのユー

ザ名があった場合，マッチングをして Moodleユーザ ID

を図 3 の「’moodleuserid’ => $userid」の値として挿入し

たうえで，Moodle標準ログへ学習活動履歴として残して

いる．マッチングは各商業サービスから情報を取得する
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図 2 M-Plaの 3つの機能（情報取得機能，標準ログ登録機能，Statement定義機能（LogStore

xAPI））の構成

Fig. 2 Three functions of M-Pla (information importing function, log registration func-

tion, and LogStore xAPI).

図 3 学習活動履歴の標準ログへの登録（Twitter の場合）

Fig. 3 Registration of learning activity records to Moodle

Standard Log (Twitter).

ファイル内で行っており，たとえば，Twitterのユーザ名と

Moodleのユーザ IDのマッチングは，図 4 のようにコー

ドを記述する．まず，プロフィール設定画面上の Twitter

ユーザ名の入力欄 IDを Table「user info field」から取得

し，各ユーザのプロフィールデータが記述されているTable

「user info data」上で Twitterのユーザ名として登録され

ている値（’data’）と商業サービスから取得したユーザ名

（$username）が一致しているかチェックを行う．一致して

いる場合は，Moodleのユーザ IDに関する情報を付加し

たうえでMoodle標準ログへ登録されるように処理してい

図 4 LMS と商業サービス上のユーザマッチング

Fig. 4 Sample code to match user ID on LMS and user name

on Twitter.

る．なお，Moodleの標準ログとして登録される学習活動

の日時は，各商業サービスからデータをインポートした日

時であり，各商業サービス上の投稿（送信）日時ではない．

4.1.3 Statement定義機能（Logstore xAPI）

Statement の生成は，Logstore xAPI という Moodle

標準ログを xAPI の Statement として抽出する Moodle

のプラグインを利用して行う．Logstore xAPI では，

xAPI/src/transformer/events というディレクトリ下に

Moodleの学習活動の種類（mod quizやmod url）ごとに

ディレクトリが設置されるので，mod sharedpanelという

ディレクトリ下に抽出したい Statementごとにファイルを

作成する．たとえば，Twitter上で投稿があったこと State-

mentとして抽出したい場合は，events/mod sharedpanel
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図 5 Logstore xAPI 内部で定義する Statement ファイル（一部

抜粋）

Fig. 5 Statement File in Logstore xAPI.

というディレクトリに「card created twitter.php」という

ファイルを設置し，図 5 のように記述する．Moodle の

ユーザ ID，商業サービス名，商業サービス上のユーザ名，

商業サービス上で投稿（送信）されたテキスト等の情報

は resultの extensionsとして抽出されるように定義してお

り，Moodle上のユーザ IDおよびユーザ名は actor，商業

サービス上の投稿（送信日時）は timestampとして抽出さ

れるように定義している．

上述したファイルの作成後，xAPI/src/transformer/

events というディレクトリ下のファイルを読み込むた

めに get event function map.php に作成したファイル名

（クラス名）を追記し，Moodle 上の Logstore xAPI 設定

画面上で作成したファイル（クラス）を追加することで，

Statementとして抽出することが可能となる．

4.2 拡張を見据えたシステムのモジュール化

現在，本システムが対応済みの商業サービスは Twitter，

Email，Evernote，LINEのみである．これらのサービス

は仕様変更により，現状のままでは対応できなくなる場合

があったり，新たな商業サービスが登場したときに対応す

る必要が生じたりすることが予測される．また，学習活動

の特性に応じて機能の追加・修正が必要になることも予測

される．それらに本システムの開発者がすべてに対応する

のは事実上不可能である．実際に本システムは開発当初は

Facebookにも対応していたが [8]，APIに関する規則や仕

様変更が重なり，対応しきれていない状態である．

そこで第三者による本システムの活用可能性を高めるた

め，内部構造のモジュール化を行った．モジュール化をす

ることで，要件に応じた修正や機能の追加の方法が第三者

にとっても分かりやすく，また行いやすくなる．その結果

として，多様な商業サービスへの適用可能性，持続性と学

習活動への適応性の向上が期待できる．

4.2.1 モジュール化によって想定される開発事例

本システムのモジュール化により，第三者でも新たな

商業サービスを連携させ，商業サービス上の学習活動を

LMSへ取り込み，xAPIの Statementとしての抽出が可能

となる．

たとえば，国内では教育機関向けのオープンソース SNS

である OpenPNE を活用した教育実践が多数行われてお

り，授業のコメントや意見をOpenPNE上で投稿させた事

例 [19]や OB・OGに仕事に関する情報を就活生と共有さ

せた取り組み [20]がある．OpenPNEはすでにユーザ名や

投稿内容等の情報を抽出するための API [21]を提供してい

るため，本システムとの連携が現時点でも可能である．本

システムと連携させることで，授業と並行して OpenPNE

を利用し，投稿を API経由で取得して LMS側へ集約し，

成績評価やデータベースへ入った情報を将来的に活用する

ことが可能となる．そして，学習活動履歴を Statementと

して抽出・分析することで，タイムライン形式を採用して

いる SNSでは把握しにくい学習者の傾向を把握すること

等が可能となる．

また，他の商業サービスを利用した教育実践事例として

は，Guardian (2017)が学生に対して，写真の共有に特化し

た SNSである Instagram等を通じて自身の作品を投稿さ

せて審査するという取り組み [22]等がある．この事例のよ

うに，学習者に自身のアカウントで授業と関連する写真や

作品を毎週，Instagramへ投稿させ，授業とは関係しない

商業のユーザからコメントをもらい，その作品をMoodle

の授業のコースへ集約・一元化，成績評価や次年度の学生
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表 2 M-Pla に対して新しい商業サービスを追加するための作業一覧

Table 2 Task list to connect new commercial service to M-pla.

が参考にできるようにアーカイブ化することができる．ま

た，Statementとして抽出したデータを成績評価へ組み込

むことも可能である．Instagramもすでにユーザ名，写真

等を取得する APIを提供しているため [23]，現時点で第三

者が連携させることは十分可能である．

4.2.2 モジュール化した構造の詳細

モジュール化では，商業サービスとの認証部分等，各商

業サービスに特化した部分を M-Plaの主要部分から分離

し，新しい商業サービスを追加するためのソースコードを

記述するテンプレートと手順書を作成した．具体的には，

情報取得機能については各商業サービスとの認証や情報を

取得する部分等を分離し，テンプレートを作成（表 2 の作

業順序および番号 1から 3），追加すべきコードに関するイ

ンストラクションを追記した（表 2 の 4から 5）．標準ログ

登録機能については，学習活動履歴を標準ログへ抽出する

際のMoodle画面上の記述を生成する部分を分離し，テン

プレートを作成した（表 2 の 6）．そのうえで，Moodleの

標準ログへの抽出を担当する addメソッドへサンプルコー

ドの記載を行った（表 2 の 7）．そして，Statement定義機

能（Logstore xAPI）については，Statementファイルのテ

ンプレートを作成し（表 2 の 8），このファイルを読み込

むための既存ファイルへのコード追加方法についてインス

トラクションを記述した（表 2 の 9）．このモジュール化

により，M-Plaのソースコード自体を大きく変更しなくて

も，新しくテンプレートに基づいて作成したファイルを追

加することで，新たな商業サービスとの連携が可能になる

ようにした．

4.2.3 新しい商業サービスの追加方法

新しい商業サービスを追加したい場合は，各サービスか

ら情報を取得するための手段（API 等）を確認してアク

セストークン等の認証情報を取得したうえで，（1）情報取

得機能，（2）標準ログ登録機能，（3）Statement定義機能

（Logstore xAPI）の順序で表 2 に記述されている順序で開

発を進める．なお，すでにテンプレートおよび手順書を含

むM-Plaのソースコードについては Github上でオープン

ソースとして公開済みであり，誰でも無償でダウンロード

し，利用，開発を進めることが可能である [24], [25]．

4.3 本システムの有用性

本システムの有用性について立場ごとに述べる．本シス

テムを利用することで，LMSだけでなく商業サービス上

の学習活動履歴について，LRS用の多様な既存の分析ツー

ルを利用することが可能となる．また，本システム以外の

システム（出席管理，ポータル等）から LRSに統合された

データも含めて分析ができる．その結果，より詳細な分析

が可能となり，授業を担当する教員にとっては，商業サー

ビス上の学習活動履歴もふまえたデータによる授業改善が

可能となる．そして，学習者にとっては，商業サービス上

の自身の既存アカウントを利用して行った学習活動につい

て，Moodleのプロフィール欄にアカウント名を記載して

おくだけで，Moodle上のユーザ名と紐づけられ，評価の

対象としてもらえるという点や他の学習者の商業サービス

上の学習活動が可視化されることがあげられる．そして，

IRの視点としては，データによる授業改善に加え，各クラ

スでどれぐらい商業サービスを活用した授業が行われてい

るのか，どのような学習活動で利用されているのかに関す

る情報を LRSから取得できるため，今後の学習環境設計

の参考となる情報が得られる．

5. 開発したシステム「M-Pla」の動作検証

5.1 LRSへの Statementの抽出

4 章で開発したシステム「M-Pla」を利用することで，

LRSへ商業サービス上の学習活動履歴を抽出することが可

能となる．その結果，LRS用の分析機能を用いてMoodle
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図 6 LRS へ抽出される Statement 例（一部抜粋）

Fig. 6 Statement exported into LRS.

上の学習活動履歴とあわせて分析・可視化すること等が可

能となる．開発後，実際に商業サービス上の学習活動履

歴を Statementとして LRSへ抽出した．なお，今回のシ

ミュレーションでは，LRSとしてオープンソースの Learn-

ing Locker [26]を利用した．抽出された Statementの例は

図 6 のとおりであり，これは表 3 の Twitterでの投稿を

Statementとして LRSへ抽出したものである．

図 6 のように Moodle のユーザ ID およびユーザ名が

Actorに入った状態でStatementを抽出できるので，Moodle

外の商業サービス上の学習活動とMoodle上の学習活動や

表 3 図 6 の Statement 例に関する情報

Table 3 Information collected from commercial services.

図 7 Moodleで提出された課題の成績（Y軸）と Tweet数/Email

送信数（X 軸）の相関図

Fig. 7 Correlation of grade for submitted assignment (Y) and

number of statements of tweets and emails.

成績との相関も調べることが可能となる．たとえば，事前

学習として Twitterおよび Emailで情報の共有を行ったう

えでMoodle上で課題を提出する，という学習活動を行わ

せた場合，Learning Lockerの既存の Visualization機能を

利用して，抽出された Statementから図 7 のような相関

図を作成することができる．

これにより，事前活動に対する参加の度合いがMoodle

で提出される課題の成績に影響するのかを可視化して示す

ことができる．

また，上記以外でも，Learning Lockerが標準で提供して

いる棒グラフを作成する Visualization機能「Column」を

利用して，Y軸として各商業サービス上の投稿（送信）数

をとり，X軸を日にちとすることで，学習者の様子を可視

化することも可能である．上記以外にも，商業サービス上

で投稿・送信された内容（テキスト）とMoodleで提出され

た課題内容（テキスト）の差を検証するために，Learning

Lockerへ抽出された Statementを CSV形式でダウンロー

ド，KHコーダー [27]等を利用して分析する等の方法が考

えられる．

本章では LMSと商業サービスを統合した分析の事例と

して上記の事例を説明したが，ほかにも LMSと商業サー

ビス等を組み合わせて利用した授業において，学習目標を

達成したのか，達成できていないとすれば，どの学習活動
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で躓いたのか等を検証するために学習活動履歴を統合して

分析する可能性が考えられる．

6. 終わりに

本研究では，Twitter，Email，Evernote，LINE上の学

習活動履歴を，LMSである Moodleのデータベースへ登

録，LMS上のユーザ名と商業サービス上のユーザ名のマッ

チングをしたうえで xAPIの Statementとして LRSへ抽

出するシステムを開発した．この開発により，LRS用の分

析機能で LMSと商業サービス上の学習活動履歴を統合し

て分析できるようにした．また，システム内部をモジュー

ル化することで，誰でも新たな商業サービスを追加し，そ

の商業サービス上の学習活動履歴を LRSへ抽出できるよ

うにした．そして，本研究では商業サービス上の学習活動

履歴を LRSへ抽出し，LRS用の分析機能を用いて LMS上

の学習活動履歴とあわせて分析できることを動作検証とし

て確認した．

今後の課題として，実際に LMSと商業サービスを活用

した学習活動から LRSへ抽出したデータを利用して学習

評価を行い，既存の LRS用の分析機能で不足している機

能の開発につなげる必要性がある．また，本システムを利

用した実践を行う際の懸念事項として，学習者が個人利用

している商業サービス上のアカウントを学習活動で利用す

る場合，心理的な抵抗がないか，複数のアカウントを利用

することをふまえてシステムの改善をすべきか等，実践の

中で再検討する必要がある．

謝辞 本研究は JSPS科研費 16K16323の助成を受けた

ものです．
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